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油濁汚染に関する研究-1

食味試験による東京湾における異臭魚の種類と分布

柿野純・大矢雅道・上村信明・高橋哲夫

これまでの魚類食味試験に関する報告によれば表層

回遊性の比較的内湾奥部の海域を遊泳する魚類が着臭

しやすいとされている 1-ぺ東京湾産魚類については

青未 61こよって調査され、おおむねスズキ、ボラに異

臭があり、カレイなどにはあまり異臭はないとされて

いる。今回の調査では東京湾千楽県沿岸域の着臭魚類

の概要を把握することを目的とした。

材料と方法

1 )供試魚

昭和49年 8月27-28日、および12月8-9日の 2固

にわたって東京湾の5t・1-7 (図)について、当場

調査船ふさみ丸(JlI上船長)でトロール網を曳いて漁

獲したものを供試した。スズキについては12月11-12

日に5t・2、および5t.4付近で当業船(旋網漁業)

によって漁獲されたものを購入し、また12月17日に江

戸川河仁lで曳縄漁業によって漁獲されたものをゆずり

うけ、これらも問時に食I球試験した。ごれとは別に補

足的に館山湾内平久里川河I二l地先の魚類を昭和51年2

月12日に同調査船で漁獲し、同様に食I床試験した。{共

試魚は18種291尾であった(付表)。

2)食味試験の方法

各{共試魚の食味試験者は 4人以上で行ない、判定は

水質汚濁調査指針に基づく反応率を算出する方法7(異
臭がある l点、異臭があるかどうか判断がつかない

-0.5点、異臭はない O点、として総点数を食味試験

者の人数で割って百分率を求める)を用いた。スズキ、

カレイ、ヒラメ、イシモチなどは各f共試魚の{団体別の

反応率を求め、イワシ、サッパ、ヒイラギなど小さい

魚類は食味試験者 1人が1尾ずつ食味して全尾数によ

る反応率を求めた。各{共試魚は薄くしよう泊で昧づけ

をして煮熟し、また白焼きしていずれも熱いうちに食

味した。
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結果

養老川

異臭度は反応率 (0-100%)として表示されるが、

これを 0%、 1-1幌、 2ト 4幌、 5ト 7脇、 80---100

%に分けて、その分布を海域別、魚種別に表示した。

この 5段階の区別は三重県によって行なわれた方法3)

と比較すれば、。%=(ー)、 1-1脱=(平)、2ト 49

%~(平)、 50-79%~(士)、 80-100%~(十)と考え

ておおむね差し支えはないと考えられる。本報告では

反応率50%以上の試験魚について異臭魚と表現した。
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表-1 魚種別.海域別異臭魚分析表

?をポ
5.49.12.8 

キ
5. 49.8.27~28 17， 5.51.2.12 

。1 -19 20-49 50-79 。-10 。1-19 20-49 50-79 80-100 

ス ノ、 キ 千久里川地先 3 

2 金 谷?，:::'i'll 4 1 3 6 1 1 

4 小糸川沖 5 1 1 1 3 6 1 

5 小樋川 j中 2 1 1 

6 袖ケ浦東電i中 3 I 1 

7 船 情 4 1 2 

江戸川河 μ 1 3 1 

ン モ チ 3 大佐和沖 2 1 1 1 

4 '1-糸川沖 4 1 

5 ，)、桜川 j中 4 1 3 5 2 

8 袖ケ浦東電i中 1 3 I 1 

7 船 t阜 沖 5 

イ ンガレイ 3 大佐和沖 1 

4 小糸川沖 1 

6 袖ケ浦東電7* 1 

7 船 情 j中 3 2 2 

マコ f レイ 1 結 ![j 湾 υ 2 

2 金 a 、
れl' 2 1 

4 小糸川沖 2 2 1 

7 船 t阜 I中 1 

メイタガFレイ 2 金 4千?、 i中 1 1 

4 小糸川 i中

ヒ ラ メ 1 館山湾口 2 1 

平久里川地先 1 

ヒ イ フ ギ 平久里川地先 18 5 

2 金 谷 2中 18 

サ y ，、 5 ;)、極 11[ i中 18 

6 袖ケ浦東電j1Jl 30 

7 船 f昌 t中 5 

カタクチイ ワ シ 4 小糸 11[ i'l' 15 

5 小橿川沖 16 

6 袖ケ浦東電沖 25 

コ ノ ン 口 5 小催川沖 1 1 

6 袖ケ浦東電沖 5 

7 船 f昌 j中 4 

ウマヅフハギ 3 大{主 fj[ i'l' 2 

カ サ コ 3 大佐柑沖 1 

ア イ ナ メ 3 大佐事l沖 玉

イ カ 4 小糸川沖 1 

6 袖ケ浦東電j中 3 

ア ン 2 金
A合、 河z 8 

コ 二子 平久里川地先 3 2 

ク て才 1二 ピ 平久里川地先 2 

* 5.51.2.12.漁獲した供試魚は平久里川地先の海域のみ



これらをふまえて各魚種別、および海域別の異臭度に

ついて 1)- 5) にふれる。

1 )スズキ

海域)JrJに漁獲されたススキのいずれも反応率が高か

った。夏季、冬季の漁獲時期の差異も少なかった。 50

%以上の反応率のスズキが全尾数に占める害IJ合は勉=

2ω昔、 2ω6以上のものについては浴~60% となった。

2 )イシモチ

異臭魚の比率は高いが、漁獲海域による差異が大き

かった。すなわち小恒川河口沖(紫洲の鼻)、東京電

力対Iケj甫火力発電所温排水口i中で、は反応率が高く、逆

に船倍沖では反応率が在く、小糸川河J_Ji中では反応率

1-19%の魚体が5尾中 l尾みられたのみであった。

しかし、大佐和沖て、は反応率がぱらついた。

3 )ヒラメ、カレイ領

全般に反応率は低く、 50%以上の魚体はメイタガレ

イの 1尾のみであった。 20"10以上の魚体が占める割合

は%~21%であった。

4 )その他の魚

カタクチイワシ、サッパ、アジなどには異臭魚はな

く、コノシロでは小横川河J_J地先で 1尾が50%の反応

率を示した。また、ヒイラギは平久里川河口地先で漁

獲されたものに反応率は低いが平均して異臭らしいも

のが感じられた。それ以外のイカ、エピなどはfJ~試魚

数は少をいが異臭はなかった。

5 )海域別め異臭度

また海域別に異臭魚の発生をみると、スズキはほぼ

全海域に分布するが、その他の魚類ではイシモチの大

佐和j中、小権川河口沖、袖ケ浦沖、イシガレイの船橋

沖 (20-49%の反応率を示した魚が7尾中 2尾)等、

富津岬周辺域からさらに東京内湾域に異臭魚(反応率

50"10以上)ないしは確実に何らかの異臭を持っと考え

られる魚(反応率20-49%)が多く分布する傾向にあった。

考察
S， 61 

青木 の報告によれば、昭和40年-43年の関に蔵

波、牛込、青堀のす立て漁業によって漁獲された魚類

のうち、スズキ、ボラに異臭度が高く、カレイおよび

その他の魚には少ない。またこの 3ケ所の漁獲海域の

聞には試験魚体に異臭度の差異は認められないとして

いる。本調査と比較すると、スズキ、カレイなどでは

同傾向を示しているが、青木の行なっていないイシモ

チではあきらかな海域差がみられ、この点が大きく異

なっている。

本調査におけるスズキ、イシモチは異臭魚の比率が
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高い。また、この両者の相異は特徴的であり、前者が

漁獲海域による差異が少ないのに対して、後者はそれ

が非常に大きい。スズキは石油によって汚染された海

域で着臭後に金谷沖など石油汚染の心配が少をい海械

に回遊しても充分に脱臭しきれないうちに再び石油汚

染海域に[o[遊するのではないかと思われるが、この解

明のためには東京湾内ススキの生態、持に[ii[遊状況を

把援する必要がある。 方でイシモチは、本調査では

海域兼がみられるが、これについてはイシモ子の生態

等を加味して、今後東京湾内水l底土中の精訟な油濁調

査を実施する必要があり、ひいてはこのことがスズキ

の着臭海域の把握をも可能にするのではないかと思わ

れる。東京湾内水底土中の石油分に関する調査は海上
91 

保安庁' によって行なわれているが、調査点、調査

[II[数ともに少をく、このことが今後の課題となろう。

要 約

1 )東京湾内千葉県沿岸の 7';E点で、トロール網によ

り漁獲した魚について反応率を求める方法で、異臭

魚の食uA、試験をした。

2 )スズキは漁獲海域に関係なく高い反応率を示した。

イシモチは漁獲海域による反応率の差異がみられた。

カレイその(u!の魚は問題となる程の50%以上の反応

率は示さなかった。

3 )海域的には、富津岬周辺域からさらに東京内湾に

異臭度の高い魚が多い傾向にある。

4 )本調査の魚類では、 λズキ、イシモチの生態、特

に東京湾内の回遊状況の把握、および東京湾内水底

土中石油分の精密な調査が異臭魚の発生に対する問

題解決のために必要と思われる。
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付表 食昧試験供試魚一覧表

漁J童日H寺
味尾数食

[本長範囲
調判

昧食数*，* 

St.及ひ'海域 魚 干垂 I里
5・'1・H'll (cm) 

i主 ~IJ 

ス プ、 キ 51. 2.12 3 19 25 煮 個

ヒ イ ブ ギ φ 5 10 II 焼 全

平久里川 I也先 コ 十T ， 5 16 - 21 煮 個

ク マ ヨ二 ピ ， 2 16 - 17 ， イシ

ヒ ブ メ 。 1 22 ペシ 争

st. 1 マゴガレ イ 49. 8.27 2 16 23 ， 
" 

館 山 湾 1-1 フ メ " 3 18 19 ， 
" 

ノ、 ス キ 今 5 38 - 51 " " 
マコ jf レ イ " 3 19 26 今 。

st. 2 メイタガレイ 。 2 16 21 。 " 

金 ~口j、、 ィ中 ア ン 49.12. 9 9 10 II ， ， 
ヒ イ 7 ギ 今 18 7 _" 10 焼 全

ス ノ、 キ 4分 2 43 煮 !固
ス ス キ 49.12.11 10 30 51 " " 
イ ン モ チ 49. 8.27 5 18 26 ， イシ

st. 3 イ シガレ イ 。 1 27 。 " 

大 佐和 ィ中 カ サ コ 49.12. 7 1 16 ， " 
f イ ナ メ 。 1 23 " 争

ウマブ 7 ハギ 。 2 24 - 25 ， " 

ス ス キ 49. 8.27 9 41 65 。 。
マゴガレ イ イ少 5 17 - 23 " 。

st. 4 メイタガレイ ， I 11 ， " 

糸 111 j中 イ ン モ チ 。 5 18 - 26 " 。
ン γ イ カ 49.12. 7 1 園長 6 。 ， 
カタクナイワン " 15 10 - 12 焼 全

ス ス キ 49.12.12 10 30 - 54 煮 個

ス 式 キ 49. 8.28 4 13 15 " 
。

イ ン モ チ 。 5 16 20 ぞシ " 
st. 5 イ ン モ チ 49.12. 9 10 13 - 15 ， " 

小植川河口i中 コ ノ ン ロ " 2 13 焼 ， 
"T y ノず イシ 18 8 11 b 全

カタクチイワシ 4砂 16 8 10 ， 4シ

ス ズ キ 49. 8.28 5 53 58 煮 個

イ γ モ チ 4シ 5 16 20 ， 。
インガレイ 49.12. 9 1 13 。 " 

st. 6 コ ノ ン u 今 5 10 15 焼 。
主]jケ浦東電i中

サ y ，ミ ペシ 30 8 11 4砂 全

カタクチイワシ " 25 9 10 。 。
ジンドウイカ イ〉 3 田長 7 8 煮 個

イ ン モ チ イシ 2 14 19 ， ， 
ス ス キ 49. 8.28 7 39 58 ， 名シ

イ ン モ チ 今 5 16 17 ， 今

5t. 7 コ ノ ン ロ 。 5 17 19 焼 4シ

船 品号 :中 サ ツ ノマ 。 5 10 12 。 。
マコガレ イ 今 1 27 煮 ，診
イシガレイ 。 1 23 ゐ ， 
インガレイ 49.12. 9 7 21 - 43 。 ， 

江戸川河口 ス ズ キ 49.12.17 5 27 29 。 。

* 1.煮:薄くしようで味つけ後、食味した魚. 焼 :a焼後食味した魚

* 2. 個:1尾を食味者全員で食べ、 1尾ずつの反応率を算出した魚.

全:1尾を食味者 1人が食べ、 f共試魚全尾数の反応率を算出した魚


